
 参考資料１ 

既存のアンケート調査の概要 

 

1.川づくりの将来像についてのアンケート調査   H7.7～H7.8 

2.揖保川の「川づくり」に関するアンケート調査  H 8. 7.14 

3.川づくりへの参加に関する住民意識調査     H13.2.9～H13.2.28 

 

 

１．川づくりの将来像についてのアンケート調査 

 (1)目的  建設省が平成６年８月に「揖保川中期整備試案」を公表し、今後の河川  

       整備に反映させることを目的に、試案に対するアンケートを調査を実施   

       した。 

 

 (2)実施日 平成７年７月～８月 

 

 (3)調査方法と回収率 

対象 方法 実施日 配 布 回 収 回収率 備 考 

大型スーパーの入口で河川愛護週

間の街頭キャンペーンに合わせて

実施。 

H.7年7月 364 364 100.0%  

姫路市、龍野市、太子町、揖保川

町及び御津町の揖保川沿川各自治

会へ依頼して回収。 

H.7年7月

～8月 
5,220 4,186 76.0%  

一般住民 

  計5,584 4,550 81.5%  

オピニオン

リーダー 

各市町を通じて学識経験者、行政

関係者及び商工会議所メンバーの

中から推薦を受けた人を対象に各

市町に配布を依頼し、建設省宛で

郵送回収。 

H.7年8月 115 70 60.9%  
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２．揖保川の「川づくり」に関するアンケート調査 
 (1)実施日  ：平成８年７月１４日 

 (2)実施方法 ：「川の日」制定記念講演会への参加者に対するアンケート調査 

 (3)調査結果 

  ・回答者数 ２９０人 

  ・回答者の属性 

 年齢別

60代以
下
14%

70代以
下
4%

無回答
4%

10代以
下
3%

50代以
下
16%

40代以
下
23%

30代以
下
24%

20代以
下
12%

男女別

男
34%

女
66%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 職業別

学生
3%

その他
3%

会社員
25%

公務員
10%

主婦
38%

無職
10%

自営業
5%

無回答
6%

居住地別

姫路市
19%

都市名
無回答
2%

流域外
3%

流域内
23%

龍野市
53%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 23



 

・問 1．揖保川へは、どの程度いかれますか。 

 

 

 

 

 総合計
⑥無回
答
1%

③月に
１度程
度
12%④あま

り行か
ない
52%

⑤全く
行かな
い
17%

②週に
１度程
度
9%

①ほぼ
毎日
9%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問 2．揖保川に行かれるのは、どのような目的ですか。 

 

 

 
総合計

⑦その他
17%

⑥魚釣り
3%

③昼寝、休
息、写生
4%

④自然観察
23%

⑤水泳、水
遊び
4%

②散歩、ジョ
ギング
42%

①グランドで
のスポーツ
（テニス等）
7%
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・問 3．最近の揖保川の現状を、ご自分の体験から、どうお考えですか。 

    「はい」、「どちらともいえない」、「いいえ」のいずれかの答えを選んでくださ 

    い。 
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総合計

50%

31%

50%

48%

37%

40%

31%

35%

18%

7%

10%

9%

11%

12%

7%

4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①洪水の心配なしに暮らせるようになった。

②川の風景が昔とくらべて、悪くなった。

③川べりでは、昆虫や魚を見ることが少なくなった。

④ひところに比べて川の水はきれいになった。

���� ����
いいえ

����
はい どちらともいえない 無回答

 

 

 

 

 

・問 4．揖保川及び他の河川で洪水により、堤防決壊の恐れがある場合、あなたは以下 

    のいずれの項目に該当しますか。 

 
総合計

⑥無回答
9%

③市町できめら
れた避難場所に
避難する。
43%

④自分独自に決
められている避
難場所に避難す
る。
5%

⑤その他
4%

②避難しなけれ
ばならないが、
避難場所がわか
らない。
22%

①家が高台等に
あり、洪水の危
険がないので避
難しない。
17%
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・問 5．洪水に対する防災として、どんな情報があなたにとって必要ですか。該当項目 

    を○で囲んでください。 

 総合計

152

81

161

98

107

48

79

3

8

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

①避難場所

②避難ルート

③洪水の状況

④雨の状況

⑤浸水予想

⑥避難時の持ち物・服装

⑦避難時期

⑧その他

⑨特に必要ない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問 6．揖保川をどのようにしたら良いとお考えですか。以下の項目から最大 3つまで 

    選んでください。 

 
総合計

103

89

143

94

148

60

50

92

52

0 20 40 60 80 100 120 140 160

①水害のない、安全な川にする。

②万一、地震、水害が発生しても、被害を最小にする防災機
能を充実する。

③水をきれいにする。

④もっと、草刈り、ゴミ収集をして、きれいな川にする。

⑤魚や昆虫のすむ自然豊かな川にする。

⑥心に安らぎを得られるような川の景観にもっと配慮する。

⑦散歩、ジョギング、テニス、カヌー等のスポーツのできる川に
する。

⑧水遊び、公園等子供と遊べる川にする。

⑨渇水のない川にする。
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・問 7．次の言葉で、聞いたことのあるものを○で囲んでください。 

 

 総合計

21

62

11

36

24

75

32

24

24

103

36

180

57

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

 1.スーパー堤防

 2.総合治水対策

 3.ハザードマップ

 4.清流ルネッサンス

 5.多自然型川づくり

 6.桜づつみモデル事業

 7.BOD

 8.河川防災ステーション

 9.緊急用河川敷道路

10.河川愛護月間

11.森と湖に親しむ旬間

12.川の日

13.土木の日
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３．川づくりへの参加に関する住民意識調査 

 (1)目的 

 清流ルネッサンス２１事業により水質が改善された揖保川・林田川の、今後の河川環

境整備にあたっては、地域とのコミュニケーションを密接に図りつつ住民・ＮＰＯ等の

参加を得ることが求められている。このため、川づくりに関わる活動への住民の参加意

向や、河川管理者への要望等を把握することを目的にアンケート調査を実施した。 

 

 (2)対象者 

 アンケート配布対象者は姫路市、龍野市、太子町、揖保川町、御津町の、河川周辺に

居住する１５歳以上の住民とし、住民基本台帳より無作為抽出した。配布数は５市町合

わせて 5,400 票とした。 

 

 地区別配布数  
流域 

区分 
行政区分 

上下流左右岸

区分 
隣接地区 
（河川に面した地

区） 

背後地区 
（隣接地区に接す

る地区） 

周辺地区 
（それ以外の地

区） 

林田川上流 300   
龍野市 

林田川下流 300   
林田川

流域 
太子町 林田川左岸 300 300 300 

姫路市 揖保川左岸 300 300 300 

揖保川左岸  300  
龍野市 

揖保川右岸 300 300 300 

揖保川町 揖保川右岸 300 300 300 

揖保川

流域 

御津町 揖保川右岸 300 300 300 

 

 (3)調査事項   

・清流ルネッサンス２１事業の取り組み内容の認知度 

・河川に関わる取り組みに対する協力の意向 

・同上の協力の条件等 

・川に関する行事等への参加意向 

・地域づくり活動等への参加経験 

・普段の揖保川、林田川の利用状況 

・揖保川、林田川の環境整備の方向性 

・属性、自由意見等 

 

 (4)調査方法  アンケート調査票の郵送配布、郵便回収 

 

 (5)実施期間  発送：平成 13 年２月９日 ～ 回収締め切り：平成 13 年２月２８日 

 

 (6)回収率   配布数：5,400 回収数：1,767 有効回答数：1,752 回収率：32.4% 
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 (7)調査の結果 

  ①河川環境整備の方向性 

 
   これからの揖保川・林田川の環境整備のあり方に対する意識は、以下の通り。 

 

 ● 生物が生息しやすくなるよう、さらに自然環境を豊かにしたいと考える人が過半数

を超えている。特に林田川でその傾向が強い。 

 ● 自然環境に配慮しつつ、散策路や水遊びができる施設等を整備してほしいと考え

る人がこれに続き、特に揖保川でその割合が高い。 
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揖保川の環境整備のあり方

50.5%

10.5%

31.3%

10.4%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1．もっと生物が生息しやすくなるように、川の自然環
境を豊かにする

2．いまある状態を維持する

3．自然環境に配慮しつつ、散策路や水遊びができる
施設などを整備する

4．スポーツ・レクリエーション施設などを整備する

5．よくわからない
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����������������������

林田川の環境整備のあり方

57.5%

6.2%

20.2%

7.0%

16.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1．もっと生物が生息しやすくなるように、川の自
然環境を豊かにする

2．いまある状態を維持する

3．自然環境に配慮しつつ、散策路や水遊びがで
きる施設などを整備する

4．スポーツ・レクリエーション施設などを整備する

5．よくわからない
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②揖保川・林田川における取り組みに対する地域住民の協力意向 

表  川に関わる取り組みに対する地域住民の協力意向 

取り組みの内容 
協力したい又は条

件が合えば協力し

たい人の割合（％） 
地区別の特性 

１）川や河川敷をきれいに保つ清掃や草刈り等 74.8 揖保川の本川に面した地区が比較的多い 

２）災害時などのボランティア活動 71.2 
平均して多いものの、太子町と姫路市の河

川から離れた地区では少ない 

３）川や河川敷へのゴミや廃棄物の投棄の監視活

動 
57.3 

太子町の林田川に面した地区、及び御津

町の本川沿いの地区が比較的多い 

４）川の水質の定期的な観察・記録 56.1 総じて、河川に近い地区ほど多い 

５）行政や市民活動団体が行う、川に親しむ活動

や   イベントの実施の指導、作業補助等 
54.0 

太子町の背後地区が比較的多く、逆に周

辺地区が極端に少ない 

６）川の生物の定期的な観察・記録 53.3 
揖保川町の周辺地区が比較的多く、その

他は河川から遠い地区ほど少なくなる 

７）生物生息環境や観察の場などの整備計画づく

り 
51.1 姫路市の本川沿い地区が比較的多い 

８）教育・学習活動への指導、作業補助等 51.1 姫路市の本川沿い地区が比較的多い 

９）環境学習プログラムなど、活動の企画づくり 47.4 
姫路市の本川沿い地区が比較的多い 

。河川から遠い周辺地区は総じて少ない 

10）生物生息環境や観察の場の監視や利用の管

理活動 
47.0 

揖保川町の周辺地区、太子町の背後地

区、御津町の本川隣接地区が比較的多い 

11）市民活動団体等が行っている既存の活動への

助言や、地域で活動を展開する場合の世話 
44.2 河川に近い地区に比較的多い 

12）教育・学習活動の主催・運営 43.1 
姫路市の本川沿い地区は比較的多いが、

周辺地区は総じて少ない 

13）川の環境についての、地域の人々の意見や要

望をとりまとめる作業（窓口係、意見の収集等） 
39.2 

平均しているが、太子町と御津町の周辺地

区では特に少ない 

14）揖保川・林田川の環境や川での活動に関す

る、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等による情報交換のﾈｯﾄﾜｰｸづく

りやその運営 

31.0 全体的に少ない 

15）地域の人々や川を訪れる人々を対象とする揖

保川・林田川の環境・歴史等の解説活動（ｶﾞｲ

ﾄﾞ等） 

30.5 
全体的に少ないが、河川から遠い周辺地

区は特に少ない 

 

対象地域全体の傾向としては、以下の項目への協力意識は高い。 

①「清掃や草刈り」、「ゴミ・廃棄物投棄の監視活動」等の河川管理に関わる活動 

②「川の水質の定期的な観察・記録」、「川の生物の定期的な観察・記録」等の川の環境のモニタリング 

③「災害時などのボランティア活動」、「行政や市民活動団体が行う、川に親しむ活動やイベントの実施 

  の指導・作業補助等」のボランティア的な活動 
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 地区別の特性は以下のようになる。 

  姫路市では、揖保川本川に隣接する地区において、 

      ・「生物生息環境や観察の場などの整備計画づくり」 

      ・「教育・学習活動への指導、作業補助等」 

      ・「環境学習プログラムなどの活動の企画づくり」   

     等へ協力してもよいと考える住民が、他の地区に比べて相対的に多い。 

 

  太子町では、林田川に隣接する地区では、 

       ・「川や河川敷へのゴミや廃棄物の投棄の監視活動」 

      背後地区では、 

       ・「行政や市民活動団体が行う、川に親しむ活動やイベントの実施の指導、作業補助等」 

      へ協力してもよいと考える住民が、他の地区に比べて相対的に多い。 

 

  龍野市では、揖保川の左岸側の地区で、 

       ・「災害時などのボランティア活動」 

       ・「川の水質の定期的な観察・記録」  

      へ協力してもよいと考える住民は、他の地区に比べて相対的に多い。 

 

  揖保川町では、揖保川本川に隣接する地区で、 

       ・「清掃や草刈り等」  

      周辺地区では、 

       ・「川の生物の定期的な観察・記録」 

       ・「生物生息環境や観察の場の監視や利用の管理活動」 

      へ協力してもよいと考える住民は、他の地区に比べて相対的に多い。 

 

  御津町では、全体的に、 

       ・「災害時などのボランティア活動」 

       ・「清掃や草刈り」  へ協力してもよいと考える住民が相対的に多い。 

      特に、揖保川本川沿いの地区では、 

       ・「川や河川敷へのゴミや廃棄物の投棄の監視活動」 

      へ協力してもよいと考える住民は、他の地区に比べて相対的に多い 

 

  以上のことから、次のことが言える。 

● 揖保川・林田川に隣接する地区では、清掃・草刈り及びゴミ・廃棄物投棄の監視活動など

の、河川管理に関わる活動への協力への理解は比較的得られやすいと考えられる。 

● 生物生息環境や環境学習に関わる活動への計画段階からの参加は、約半数の住民が関

心を示しており、その中でも姫路市の揖保川本川に面した地区の住民意識は比較的高い。 
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 ③取り組みに対する協力の条件 

   周囲の体制等 

   負担の程度等 

   協力できる時間帯 
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協力する条件＜周囲の体制等＞

56.5%

27.6%

15.8%

11.0%

0% 25% 50% 75% 100%

１.地域の他の人々も参加するのなら

２.学校や子供会の活動の一環としてなら

３.現在協力している団体の活動の一環と
してなら

４.家族が参加するなら
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協力する条件＜負担の程度＞

２.月に２、３回程度な
ら
24%

１.年に１、２回程度な
ら
65%

３.月に１回程度なら
3%

４.回数・頻度にはにこ
だわらない
8%
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協力する条件＜時間帯等＞

５.時間帯にはにこだわ
らない
11%

２.平日の日中なら
24%

１.日祭日の日中なら
58%

４.日祭日の夜なら
0%

３.平日の夜なら
7%
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 ④参加してみたい行事等 
   イベントや行事等への参加を想定した意識は、対象地域全体の傾向としては、以下の通り。 
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参加してみたい行事

31.4%

27.7%

25.3%

23.0%

20.8%

15.1%

14.9%

11.4%

11.1%

10.5%

9.9%

0% 10% 20% 30% 40%

1．揖保川にちなんだ歴史や文化を学ぶ機会

2．川の魚類について学ぶ機会

3．川の源流探索ツアー

4．河原の植物について学ぶ機会

5．川で見られる鳥類について学ぶ機会

6．魚釣り教室

7．魚釣り大会

8．川の環境について議論する集会等

9．川の写真・絵画・絵手紙・川柳等のコンテスト

10．カヌー教室

11．カヌー・ボートによる川下り大会

 

次のようなタイプのイベントや企画に対する参加意識が高い。 

 ● 揖保川にちなんだ歴史・文化を学ぶ機会 

 ● 河川の魚類・鳥類・植物等の自然について学ぶ機会 

 ● 源流の探索など、水系についてより深く知る体験行動 
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